
保護者等数（児童数） 　　７０　　　回収数 　　　６８　　　　割合　９７ ％

・問題なしです。

10
園の「活動プログラム」【注ⅴ】が固定化しな

いよう工夫されていると思いますか。
67 1 0 0

・柔軟に対応していた

だいてます。

・まだ１度しか参加し

ていないので、今後の

カリキュラムが楽しみ

です。

ありがとうございま

す。これからも楽しい

療育「自分でできた」

と感じるプログラムを

目指していきます。

9
児童発達支援計画に沿った支援が行われている

と思いますか。
67 1 0 0

・具体的にしていただ

いてます。

8

児童発達支援計画には、「児童発達支援ガイド

ライン」【注Ⅳ】に示された支援内容からお子

さんの支援に必要な項目が適切に設定され、そ

の上で、具体的な支援内容が設定されていると

思いますか。

67 1 0 0

・問題なくしていただ

いてます。

7

お子さんのことを十分理解し、お子さんと保護

者のニーズや課題が客観的に分析された上で、

「児童発達支援計画」【注ⅲ】（年間・半期の

目標、まとめ等）が作成されていると思います

か。

67 0 0 1

・楽しく通わせていた

だいています。

・いつ来てもキレイで

す。

適

切

な

支

援

の

提

供

5

お子さんのことを十分に理解し、お子さんの特

性等に応じた専門性のある支援を受けられてい

ると思いますか。

68 0 0 0

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に

なっていますか。また、お子さん達の活動に合

わせた空間となっていると思いますか。

68 0 0 0

6

園が公表している「年間カリキュラム」【注

ⅱ】は、園の提供する支援内容と合っていると

思いますか。

67 1 0 0

・日々成長を感じてま

す。

・相談するととても丁

寧に答えてくださり、

勉強になります。

0

・コドモン等で助かり

ます。

3-1

生活空間は、お子さんにわかりやすく「構造化

された環境」【注ⅰ】になっていると思います

か。

67 0 0 1

環

境

・

体

制

整

備

1
お子さんの活動等のスペースが十分に確保され

ていると思いますか
66 2 0 0

・十分に確保いただい

ております。

・もう少し広い方がた

くさん遊べるかなと思

うことがあります。

発達の特性等をふま

え、基準を満たしてい

る広さとなっておりま

す。

2 職員の配置数は適切であると思いますか 67 1 0 0

・しっかり見守ってい

ただいております。

十分な職員を配置する

ことで、より一人ひと

りを大事にしながら療

育を行っております。

・パーティション等あ

りがとうございます。

パーティション等で空間

を区切り、「どこで何を

するか」を視覚的に分か

りやすく分けることで、

お子様が落ち着いて活動

に集中できる環境を整え

ています。

3-2

障がいの特性に応じて、事業所の設備等は、バ

リアフリー化やわかりやすい情報伝達等への配

慮が適切になされていると思いますか。

66 2 0

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）

公表：令和　８　年　4  月　1 日

事業所名：心身障がい福祉センター分園すてっぷ大池通り　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応



・きょうだい向けかは

わかりませんが、ナイ

トアクアリウムの案内

など、とても良かった

です。

これからも引きつづき

情報提供していきま

す。

19

お子さんや家族からの相談や申入れについて、

「対応の体制が整備」【注ⅶ】されているとと

もに、お子さんや保護者に対してそのような場

があることについて周知・説明され、相談や申

入れをした際に迅速かつ適切に対応されていま

すか。

64 2 0 2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等

により保護者同士の交流の機会が設けられるな

ど、家族への支援がなされていますか。また、

きょうだい向けのイベントの開催等により、

きょうだい同士の交流の機会が設けられるな

ど、きょうだいへの支援がされていますか。

52 10 0 6

・悩んでいることをい

つも相談しやすく、ア

ドバイスしてもらえま

す。

・連絡帳に日々励まさ

れています。

・悩んだ時に相談に

のってもらい助かって

ます。ありがとうござ

います。

ありがとうございま

す。引きつづき気軽に

ご相談できる環境、雰

囲気づくりに取り組ん

でいきます。

17
園の職員から、共感的に支援をされていると思

いますか。
68 0 0 0

・対応が分からないこ

とでも、先生に相談す

ることでアドバイスを

もらえて助かっていま

す。

・保護者にも温かいお

声掛けを頂いて、とて

もありがたいです。

お子さまの成長を共に

喜びあう事業所であり

たいと思います。

16
定期的に、保護者に対して面談や、子育てに関

する助言等の支援が行われていますか。
68 0 0 0

・伝授していただきま

した。

・振り返り時に、子供

への声掛けなどのアド

バイスを頂けて、参考

になっています。

今後も、お子さまを理

解をする為の学びや情

報提供、先輩保護者の

話など多岐にわたる支

援を続けていきます。

15

日頃からお子さんの状況を保護者と伝え合い、

お子さんの健康や発達の状況、課題について共

通理解ができていると思いますか。

67 1 0 0

・送迎の際、いつも細

かく子どもの事を聞い

て下さったり、こうし

た方がいいかもと教え

て下さります。

・面談だけでなく、

日々の送り迎えの時で

も親が知らない子ども

の姿を教えてもらって

います。

・いつもよく見てくだ

さっていて助かりま

す。

ありがとうございま

す。保護者様が安心で

きるようお伝えしてい

きます。

14

園では、家族に対して家族支援プログラム

（「ペアレント・トレーニング」【注ⅵ】等）

や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会

等が行われていますか。

65 1 0 2

・毎日です。 事業所が計画して交流

する機会はありませ

ん。幼稚園や保育園と

事業所の並行通園であ

るためお子さん達は交

流の機会はあります。

保

護

者

へ

の

説

明

等

12

契約時に、運営規程、年間カリキュラム、利用

者負担額等について丁寧な説明がありました

か。

68 0 0 0

11

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、

その他地域で他のお子さんと活動する機会があ

りますか。

61 2 1 4

13

「児童発達支援計画」（年間・半期の目標、ま

とめ等）を示しながら、支援内容の説明がなさ

れましたか。

67 0 0 0

適

切

な

支

援

の

提

供



避難訓練を定期的に実

施しています。

単独通園は玄関で避難

車に乗る練習、親子通

園は非常口で避難の仕

方を確認しました。

・訓練でも、子どもに

怖さを与えないように

工夫されていると思い

ます。

単独通園はクラス懇談

時、親子通園は避難訓

練時に説明していま

す。

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した場合、速

やかな連絡や状況の詳しい説明がされていると

思いますか。

61 2 0 5

・同日、夕方にも状況

聞き取りのお電話をも

らっているので、とて

も配慮してくださって

います。

・事故やケガをいつも

未然に防いでいただい

ていて、どちらも未経

験のため。

・怪我や事故は1度もな

いです。とても安全に

してもらっています。

・今のところ事故等が

なく、安心して預けて

います。

些細な事故であっても

事故等が発生した状況

等を送迎時、もしくは

電話にて当日中に伝え

ております。場合に応

じて容態の確認を数日

後に電話にて行ってお

ります。

25

お子さんの安全を確保するための計画について

周知される等、安全確保が十分に行われた上で

支援が行われていると思いますか。

68 0 0 0

個人情報取り扱いマ

ニュアルに沿って取り

扱いを行っています。

非

常

時

の

対

応

23

園では、事故防止マニュアル、緊急時対応マ

ニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュ

アル等を策定し、保護者に周知・説明されてい

ますか。また、発生を想定した訓練が実施され

ていますか。

67 1 0 0

22
個人情報の取扱いに十分留意されていると思い

ますか。
67 0 0 1

感染症については、新

型コロナウイルスにつ

いて注意していただく

こと、感染した場合の

報告等について文書を

配布しました。又、消

防計画、避難経路を玄

関に掲示し、わかるよ

うにしています。

24
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、

その他必要な訓練が行われていますか。
68 0 0 0

21

定期的に、通信やホームページ・SNS等で、活

動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に

関する自己評価の結果がお子さんや保護者に対

して発信されていますか。

64 2 0 1

・アプリでのお知らせ

が便利です。

導入して良かったで

す。活用していきま

す。

20
お子さんや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされていると思いますか。
68 0 0 0

保

護

者

へ

の

説

明

等



わからない
・親子共々、沢山支援

して下さって、本当に

感謝しかありません。

ありがとうございま

す。

・子供の成長を見るた

び、感じるたび、感謝

しかないです。本当に

ありがとうございま

す。

・週１の通園で子供の

特性を理解して下さ

り、合わせた対応をし

て下さってありがたい

です。

・先生方がとても優し

く、協力的で親子が安

心して楽しく通えま

す。親子共々、成長で

きて感謝しています。

引き続き保護者が安心

して子育てができるよ

うに子どものことを考

え合い、安心して相談

できる場所でありたい

と思います。

67 1 0 0 0

29 事業所の支援に満足していますか

満足している
やや満足

している

どちらとも

いえない
不満である

いいえ わからない
・楽しく通っていま

す。

・先生やお友だちが大

好きです。

・子供はもちろん親も

安心して送り出せてい

ます。

・安心感を持っていま

す。ありがとうござい

ます。

・安心感を持ちすぎて

家かのような行動を

とってすみません。

・変にネコかぶりもな

く、普段とあまり変わ

らない感じで通所でき

ています。

安心感の中で、たくさ

んの経験ができるよ

う、心掛けています。

65 3 0 0 0

いいえ わからない
・月曜日にあるので、

休み明けはすてっぷ！

と楽しみにしてます。

・「次はいつすてっ

ぷ？」と毎週楽しみに

しています。

・たまにイヤと言う時

があったりしますが、

基本的にはイヤがらず

に行きます。

・子どもがとても楽し

みに通っていて、成長

もできてありがたいで

す。

・一度も行き渋りな

く、楽しく通っていま

す。

・いつも楽しみにして

います。

・初めての通園が楽し

かったようで、すてっ

ぷに行く話しをすると

嬉しいそうにしていま

す。

ご意見とてもありがた

く思います。今後も安

心して通園できる環境

を設定して楽しい遊び

を通して情緒の安定を

図り、発達支援に努め

ます。

60 8 0 0 0

満

足

度

27
お子さんは通園（通所）を楽しみにしています

か。

はい
やや楽しみに

している

どちらとも

いえない

28
お子さんは安心感をもって通所されています

か。

はい
やや安心

している

どちらとも

いえない



（注釈）

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

ⅵ

ⅶ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「対応の体制の整備」は、保護者が事業所に対して、相談や「こうしてほしい」というお願いをする際に、誰に、どこにお話をすれ

ば良いか、が決まっていて、それを保護者に知らされていることも含まれています。また、対応とは、相談やお願いに対して、迅速

かつ適切な対応をすることだけでなく、対応の必要がないことや対応できない事情について保護者が理解できる説明を行うことも含

まれます。

「本人にわかりやすく構造化された環境」は、机や本棚の位置やついたての使用などで刺激を整理し、お子さん本人がその場所で何

をしたらいいかをわかりやすくする工夫です。

「年間カリキュラム」とは、事業所における総合的な支援の推進と事業所が提供する支援の見える化を図るため、事業所で行われて

いる取組等について示し、公表することが求められています。

 「児童発達支援計画」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状

況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標とその達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、

支援を提供する上での留意事項などを記載した計画のことです。これは、児童発達支援センターの児童発達支援管理責任者が作成し

ます。

「児童発達ガイドライン」は、児童発達支援の提供すべき支援として、「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」を規定していま

す。

本人支援とは、子どもが将来、日常生活や社会生活を円滑に営めるよう「健康・生活」、「運動・感覚」、「認知・行動」、「言

語・コミュニケーション」、「人間関係・社会性」の５つの領域での支援のことです。

家族支援とは、お子さんが安定して育ち、暮らしていくことを目的として、家族が安心して子育てを行うことができるよう、様々に

家族の負担を軽減していくための物理的・心理的な支援を行うことです。

移行支援とは、あたなのお子さんが、お住いの周囲の一たちから理解され、家族として安心して地域参加するための支援のことで

す。

「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。お子さんの特性や発達の

課題等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。

 「ペアレント・トレーニング」は、保護者がお子さんの行動を観察してお子さんの特性を理解したり、特性を踏まえた褒め方等の関

わりのコツを学ぶことにより、お子さんが適切な行動を獲得し、保護者がポジティブな気持ちで子育てに向かうことを目標とした家

族支援です。


